
開催趣旨

借用先

　前期展示 単位：千円

種別 規　格 備考

1 清和源氏武田流甲斐国主系図 1 巻 巻物 35.3×2503.9 借　用 令和６年７月１日（月）～７月　９日（火）

2 徳川綱吉知行宛行朱印状 1 通 古文書 46.1×65.3 返　却 令和６年９月３日（火）～９月１０日（火）

3 武田信玄像 1 幅 絵画 112.6×45.4

4 武田二十四将図 1 幅 絵画 132.0×66.5

　後期展示 単位：千円

種別 規　格 備考

5 柳澤吉里印章 1 夥 工芸
外箱24.7×100×8.3
内箱20.3×6.8×6.6
印章長5.7×面4.2

借　用 令和６年９月３日（火）～９月１０日（火）

6 徳川二十一将図 1 幅 絵画 134.7×55.5 返　却 令和６年11月12日（火）～11月19日（火）

7 武田二十四将図 1 幅 絵画 135.1×55.3

8 武田六将図 1 幅 絵画 134.6×55.6

9 伝武田信玄書状七通 1 巻 古文書 1通は15.0×45.0前後

資　料 数　量 予定期間

資　料 数　量 予定期間

　〒６３９‐１０１１　奈良県大和郡山市城内町２‐１８　柳沢文庫　　電話０７４３‐５８‐２１７１

　　　前期展：令和６年７月１２日（金）～９月　２日（月）　　　後期展：令和６年９月１４日（土）～１１月１１日（月）

企画展予定資料一覧表

令和６年度企画展「武田信玄の遺志を継ぐ者-柳澤吉保と吉里-」

　柳澤家は、武田家と同じ甲斐源氏の支族で、信濃国境を治めた武川衆を出自とする。武田家滅亡後、武田旧臣の多くは徳川家康に従い、旗本として幕政を支え
たが、五代将軍徳川綱吉の信任を得た柳澤吉保は、出自の地である甲斐国を治める大名へと出世した。甲斐国は、江戸防衛の要地として、歴代徳川家によって
領有されてきたが、柳澤家は、徳川一門以外で統治を許された唯一の大名となった。その治世においては、旧主である武田信玄を敬愛し、その後継者であること
を世に示す施策を多数打ち出し、甲府の町も江戸期で最も繁栄した時期を過ごした。
　企画展では、柳澤吉保・吉里が甲斐国受領後に行った武田信玄の顕彰事業やその後継者意識を遺された資料から紐解いて紹介する。

開催予定期間

　会期日程：令和６年７月１２日（金）～１１月１１日（月）


